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令和２年度山口県公立高等学校入学者選抜のための 

学力検査の結果について 

 
 

１ 出題の概要 

  令和２年度の学力検査の出題については、中学校教育の充実と発展に資す

るよう、中学校学習指導要領に準拠しつつ、以下のとおりとした。  

 

 ○  基礎的・基本的な内容と応用的な内容について、均衡を図って出題

した。 

 ○  知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、課題を解決する

ために必要な思考力、判断力、表現力等をみる問題を出題した。  

 

 

２ 結果の総評 

   

 ○  各教科とも基礎的・基本的な事項に関する問題については、おおむ

ね平素の学習の成果が表れていた。  

 ○  表やグラフなどの資料から分かったことをまとめて適切に表現する

力をみる問題や、論理的に考えたり柔軟に思考したりする力をみる問

題については、更に努力が必要な状況がみられた。  

 ○  今後とも、学習内容と生活場面・実社会との関連を考えながら学習

することにより、学ぶことの意義や有用性を実感し、学習に対する興

味・関心を高めることが必要である。また、基礎的・基本的な知識・技

能の確実な定着を図るとともに、これらを活用して課題を解決するた

めに必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けるために、主体的に学

習に取り組む態度を養うことが大切である。  

 

 

 

- 1 -



国 語

１ 出題の特徴

○ 文学的文章や説明的文章について、基礎的・基本的な事柄について出題すると

ともに、登場人物の心情や論理の展開の仕方などを、文脈に即して適切に捉える

力をみる問題を出題した。

○ 古文及び漢文について、古典を読むための基礎的な力とあわせて、話の展開や

表現の仕方を確かめながら内容を捉える力をみる問題を出題した。

○ 作文の問題について、話合いの内容を踏まえて、題意に即した必要な材料を集

め、適切にまとめて文章にする力をみる問題を出題した。

２ 結果の概要

○ 文法についての理解には課題がみられたが、基礎的・基本的な問題及び文章の

内容を的確に読み取る問題はできていた。

○ 古典を読むための基礎的な力をみる問題はできていたが、古典の内容を的確に

読み取る力、適切な表現を考える力をみる問題は、いま一歩であった。

○ 作文については、必要な材料を適切にまとめて表現することができていないも

のがみられ、必ずしも十分とはいえなかった。

３ 課題がみられた問題例

《問題例①》

二 〈問題文は、細川英雄「対話をデザインする 伝わるとはどういうことか」

から。ここでは省略。〉

（七）「自分あっての情報」とはどういうことか。次の文がそれを説明したものと

なるよう、（中略）、 Ⅱ には適切な内容を「自分の固有の立場」

という言葉を用いて、四十字以内で答えなさい。

現代社会は、多くの情報であふれているが、（中略）、 Ⅱ こ

とで、情報を活用することができるということ。

正答例 自分の固有の立場で必要な情報を選択し、その内容を理解した上で自
分のことばで語る

【解答の状況】

「自分の固有の立場」という言葉を用いながら、説明に必要な語句を適切にま

とめることができていない解答が多くみられた。

【課題】

文章の展開に注意して内容を的確に読み取り、条件にしたがって
適切にまとめること。
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《問題例②》

四 〈問題文は、「淮南子」から。ここでは省略。〉

（三） 次の会話は、「迹に循ふ者は、能く迹を生ずる者に非ざるなり」の解釈に関

する、ＡさんとＢさんのやりとりである。 Ⅰ 、 Ⅱ に入る適切

な内容を答えなさい。なお、 Ⅰ には五字以内の現代語で答え、（省略）

正答例 まねをする

【解答の状況】
「発言する」、「身に付ける」といった、漢文の内容を的確に読み取れていな

い解答や会話文の内容を踏まえていない解答が多くみられた。

【課題】

漢文や会話文の内容を的確に読み取るとともに、適切な言葉で

表現すること。

４ 今後の学習指導に向けて

○ 文章の展開に即して内容を的確に捉える力の育成

文章の中心的な部分と付加的な部分、具体的事例と筆者の意見などを読み分

けることや、単語が文中で果たす役割、指示語、比喩的な表現、言い換えなど

に注意しながら文脈の中における語句の意味を正確に理解することで、文章の

内容を的確に捉えることができるようにする。

○ 理解した内容を適切に表現する力の育成

文章の内容を要約したり、自分の考えをまとめたりする活動に加えて、図表

や絵などを含めた様々な情報を活用して、目的や場面に応じた適切な言葉で自

分の考えを表現できるようにする。

○ 語彙を豊かにし、思考力を養う活動の充実

読書の幅を広げることで語彙を豊かにするとともに、古典を含む様々な文章

を読み比べて、構成や表現の仕方について考えたり、自分の意見をまとめたり

しながら思考力を養う。

Ａさん 「鸚鵡」の例では、鸚鵡は人の言葉の Ⅰ ことはできるが、

言葉を上達させることはできないということが、書かれていました。

Ｂさん そうですね。この鸚鵡の例と対応させて考えてみると、「迹に循

ふ者」の例は、ただ単に先人の考えをそのまま受け入れたり、先人

の行動をそのまま行ったりするだけで、後世に名前を残すことはで

きないということになりますね。

（省略）
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X社 会X 

１ 出題の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題がみられた問題例 
《問題例①》 
 

 １  （略）  

(3) 1853年，アメリカ合衆国のペリーが浦賀に来航し，江戸幕府に日本の開国を 

要求した結果，1854年，幕府はアメリカ合衆国と条約を結び，開国した。この 

条約を何というか。答えなさい。 

 

  正答 日米和親条約  

 

【解答の状況】 
  「日米修好通商条約」とする解答が多くみられた。 
 

【課題】 

 

   

 
 

○ 社会的事象に関する基礎的・基本的な知識や概念の理解、技能の習得の程度をみ

る問題を出題した。  

○ 地図や統計などの資料を活用し、考察した結果について、適切に表現する力をみ

る問題を出題した。  

○ 社会的事象の意義や特色、相互の関連を多面的・多角的に考察する力をみる問題

を出題した。  

○ 基礎的・基本的な知識や概念の理解をみる問題については、よくできていたが、

一部に課題もみられた。 

○ 地図や統計などの資料を活用し、考察した結果について、適切に表現する力をみ

る問題については、おおむねできていたが、一部に課題もみられた。  

○ 社会的事象の意義や特色、相互の関連を多面的・多角的に考察する力をみる問題

については、必ずしも十分とはいえなかったが、学習の成果がみられた。  

 

 歴史的事象を理解する上で必要となる基礎的・基本的な知識や概念

を確実に身に付けること。 
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《問題例②》 

 ４  （略）  

(6)  下線部⑥に関連して，次の資料Ⅰは，Ｈさんが作成した展示資料の一部である。
また，ａ，ｂの文は，所得税と消費税のいずれかの特徴を述べたものである。資
料Ⅰのグラフ中の ア ， イ と，ａ，ｂの文のうち，消費税を示しているものの
組み合わせとして正しいものを，下の１～４から一つ選び，記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
正答 ３ イ－ａ 
 

【解答の状況】 
資料Ⅰから消費税を示しているものは正しく選べたが、消費税と所得税のいずれ

かの特徴を述べた文のうち、所得税の特徴を述べたｂの文を選ぶ、「４ イ－ｂ」
とする解答が多くみられた。  

 

【課題】 

 

 

 
４ 今後の学習指導に向けて 
 

○ 基礎的・基本的な事項の確実な定着 
 

時事的な話題や身近な生活体験などを通して社会的事象に対する関心を高
め、社会科の学習を深める上での基礎的・基本的な知識や概念が確実に身に付
くようにする。 

 

○ 様々な資料を活用して多面的・多角的に思考し判断する力の育成 
 

地図、年表、写真、新聞、統計などの資料に平素から親しみ、内容を正しく
読み取るとともに、読み取った内容を他の情報と関連付けて考察し、公正に判
断する力を育成する。  

 

○ 作業的・体験的な学習活動を通して適切に表現する能力と態度の育成 
 

観察や調査を実施し、その過程と結果を報告書にまとめ、発表するなど、問
題解決的な学習活動の充実を図ることなどにより、考察し判断したことを適切
に表現したり、それらを基に議論したりする能力と態度を育成する。 

ａ 所得に関係なく税率が一定で，低所得者ほど所得にしめる税負担の割合が高い。 
ｂ 税の支払い能力に応じた税負担を求めるため，累進課税が適用されている。 

 社会的事象に対する関心を高め、学習した内容と社会で実際に起こっ

ていることを関連付けて思考・判断すること。 
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数 学

１ 出題の特徴

○ 基礎的・基本的な内容について、知識や概念の理解及び計算技能の習得の程度

をみる問題を出題した。

○ 数と式、関数、確率などについて、理解の程度をみるとともに、数学的な見方

や考え方及び数学的に表現し処理する力をみる問題を出題した。

○ 図形の性質や計量について、理解の程度をみるとともに、論理的に思考する力

及び数学的に表現する力をみる問題を出題した。

２ 結果の概要

○ 基礎的・基本的な内容について、知識や概念の理解及び計算技能の習得の程度

をみる問題については、よくできていた。

○ 理解の程度をみるとともに、数学的な見方や考え方及び数学的に表現し処理す

る力をみる問題については、無答が多く、十分ではなかった。

○ 理解の程度をみるとともに、論理的に思考する力及び数学的に表現する力をみ

る問題については、十分ではなかった。

３ 課題がみられた問題例

《問題例①》

４ （略）

(2)下の図のように，関数 のグラフと正方形ＡＢＣＤがある。2点Ａ，Ｄの

y座標はいずれも24であり，2 点Ｂ，Ｃは x軸上の点で，x座標はそれぞれ－12，

12である。

関数 のグラフ上にある点のうち，正方形ＡＢＣＤの内部及び辺上に

あり， x座標，y座標がともに整数である点の個数を求めなさい。

（図は略）

正答 9 個

【解答の状況】

関数 の特徴について理解が十分ではなく、偶数個の解答が多くみられ

るなど、原点を捉えていない解答がみられた。

【課題】

関数の特徴を、表、式、グラフで捉えるとともに、それらを相互

に関連付けることで、関数についての理解を深めること。
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《問題例②》

９ （略）

(1) （略）
(ｱ) （略）
(ｲ) 過去のオリンピックにおける日本のメダル獲得数を調べたところ，金メダ
ルの獲得数が10個以上であった大会が 6 回あることが分かった。
表 2 は，その 6 回の大会①～⑥における金，銀，銅メダルの獲得数につい

てまとめたものである。
表 2 中の a ， b にあてはまる数を求めなさい。

表 2

【考え方】
大会④のメダルの個数と合計から、 b＝7のとき、①から、

a＋b＝24 …① a＝17
金メダルの個数、最大値及び中央値 となるが、金メダルの個数の最大値
から、 aの値は13、14、15、16のい を満たさない。
ずれかとなる。 b＝8のとき、①から、
また、銅メダルの個数、中央値及び a＝16
最小値から、bは7、8のいずれかと となり、金メダルの個数の最大値を
なる。 満たす。

正答 a 16 b 8

【解答の状況】
代表値の意味について理解が十分ではなく、最大値を超える個数となる解答や

合計の個数と合わない解答が多くみられた。

【課題】

代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ること。

４ 今後の学習指導に向けて

○ 基礎的・基本的な知識・技能の定着

関数y＝ax２を学習する際に、既習事項である比例、反比例や一次関数を取り上
げ、それらを比較することで関数の理解を深めるなど、関連する内容を意図的に
取り上げ、基礎的・基本的な知識・技能の一層の定着を図る。

○ 言葉や数、式、図、表、グラフなどの相互の関連を理解する力の育成

根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えたり、説明し伝え合ったりする活
動の充実を図ることで、言葉や数、式、図、表、グラフなどの相互の関連を理解
する力を育成する。

○ 事象を数学的に表現する力の育成

日常生活や社会における事象を数学と結び付けて考察したり処理したりする活
動を通して、数学を利用することの意義を実感できるようにするとともに、数学
的に表現する力を育成する。
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X理 科X 

１ 出題の特徴 

○ 自然の事物・現象について、基礎的・基本的な知識・概念や原理・原則を理解

しているかをみる問題を出題した。  

○ 目的意識をもって観察、実験を行い、得られた結果を科学的に考察し、表現で

きるかをみる問題を出題した。  

○ 自然の事物・現象を客観的に捉え、合理的に判断し、筋道を立てて考察・推論

できるかをみる問題を出題した。  

 

２ 結果の概要 

○ 自然の事物・現象についての基礎的・基本的な事項に関する問題については、

おおむねできていた。  

○ 観察、実験の技能を問う問題、図をかく問題については、必ずしも十分とはい

えなかった。  

○ 観察、実験で得られた結果を基にして考察し判断する問題や、条件を制御しな

がら実験を構想する力については、いま一歩であった。  
 
 

３ 課題がみられた問題例 
《問題例①》 

 ６  （略）  

［実験２］  

① うすい硫酸をビーカーに入れた。 
 

② ①のビーカーに，こまごめピペットでうすい水酸化バリウム水溶液を少しずつ加えた。 
 

（略） 
 

(4) 図２は，[実験２] の②の操作をモデルで示し

たものである。図２のように，水素イオン  が

６個存在する硫酸に，水酸化物イオン  が４個

存在する水酸化バリウム水溶液を加えたとする。 

このとき，反応後にビーカー内に残っている

「バリウムイオン」と「硫酸イオン」の数はいく

つになるか。次のア～キからそれぞれ１つずつ選

び，記号で答えなさい。 

ア ０個  イ １個  ウ ２個  エ ３個  

オ ４個  カ ５個  キ ６個  
 
 

正答 「バリウムイオン」：ア  「硫酸イオン」：イ 
 

【解答の状況】 

「バリウムイオン」をア、「硫酸イオン」をウとする解答が多くみられた。 
 

【課題】 

   実験結果を予想する学習活動を通して、科学的な見方や考え方を育成

すること。 

ビーカー 

図２ こまごめピペット 

硫酸  

水 酸 化 バリウム
水溶液 

＋ H ＋ H ＋ H 
＋ H ＋  H ＋ H 

－ 
－ 

－ 

OH 
－ 

OH 

OH 

OH 

－ 
OH 

＋ H 
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《問題例②》 

 ９  （略） 

（略）胃腸薬のはたらきについて次の仮説を立て，下の作業と実験を行った。  
 

＜仮説Ⅰ＞ 白くにごった脱脂粉乳溶液は，胃腸薬によって徐々に分解され透明になる。 
 

［実験１］  

① 三角フラスコに水と胃腸薬を入れてよく混ぜ，「酵素液」とした。 

② ビーカーに水 90mL と脱脂粉乳 0.5g を入れてよく混ぜ「脱脂粉乳溶液」とし，

図４のように，①の三角フラスコと一緒に 40℃の水を入れた水そうに入れた。 

③ 酵素液 10mL を②のビーカーに加え，よく混ぜると同時にストップウォッチの

スタートボタンを押した。  

④ ０分，１分，２分，・・・，10 分経過したときに，ビーカーからとった液の透

明の度合いを，［作業］でつくった装置を用いて測定した。  

⑤ 結果を表１にまとめた。透明の度合いは，時間の経過とともに大きくなった。 

 

(3) ＜仮説Ⅰ＞を正しく検証するためには，［実験１］の対照実験を行う必要があ

る。次の文が，その対照実験の計画を示したものとなるように， あ  に入る

物質と，   い   に入る適切な語句を書きなさい。  
 
    ［実験１］の③においてビーカーに加える液を  あ  10mL にかえ，②～④の

操作と同様の操作を行い，ビーカー内の液が   い   であることを確かめる。 
 

 

正答例  あ  水    い   白くにごったまま 
 

【解答の状況】 
 あ を「水」、  い  を「透明」とする解答が多くみられた。 
 

【課題】 

変化すること（従属変数）とその原因として考えられる要因（独立変数）に

着目して実験を構想すること。 
  
４ 今後の学習指導に向けて 
 

○ 科学的な見方や考え方の育成 
 

自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的

な視点で捉え、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用

いて考えさせるようにする。  
 

○ 科学的に探究する活動を取り入れた観察、実験の重視 
 

解決の見通しをもった適切な課題を見いだして仮説を設定し、観察、実験の計

画を立て、得られた結果を分析して解釈する力を育成する。その際、従属変数と

独立変数の視点で自然の事物・現象を捉えたり、独立変数を変える条件と変えな

い条件に整理したりするなど、実験の条件を考えさせるようにする。 

 

○ 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力の育成 
 

身近な自然現象、身の回りの生活用品、科学技術等を授業で取り上げ、理科の

学習と日常生活や社会とを関連付けながら、学習を通して得られた知識・技能を

活用して課題を解決する力を育成する。  
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X英 語X 

１ 出題の特徴 

○ リスニングテストでは、基礎的な事柄を扱い、「聞くこと」のほかに「話すこ

と」や「書くこと」を結び付けた、実際のコミュニケーションに近い能力をみる

問題を出題した。  

○ 対話文や物語などを読んで、日常的な会話表現を使う力、前後の流れから内容

を判断して英語で適切に表現する力、文脈を正しく理解し、概要や要点を的確に

とらえる力をみる問題を出題した。  

○ 与えられた条件にしたがって、語と語のつながりなどに注意して正しい語順や

語法を用いて英文を書く力をみる問題を出題した。  

 

２ 結果の概要 

○ 相手の話しかけに対して適切に応答する力をみる問題は、おおむねできていた

が、本文の情報を正しく聞き取り、適切に書く力をみる問題は、十分ではなかった。 

○ 対話文を読んで、資料の概要や要点を読み取る力をみる問題は、おおむねでき

ていた。  

○ 文脈を踏まえ、語と語のつながりなどに注意して正しい語順や語法を用いて英

文を完成させる問題は、いま一歩であった。  

 

３ 課題がみられた問題例 
《問題例①》 
 

 １  放送によるリスニングテスト 〈問題文、【メモ】、【対話】は一部省略〉  

 テスト3 今から，そのときの２人の対話を聞いて，その内容に合うように，（中 

     略）下線部(B)（中略）に（中略）対話の中で用いられた英語１語を書き 

         なさい。 

【メモ】 

 

  ・ Tony has a lot of     (B)     in his adventure. 

 

【対話】 

Well, the story is about a young boy, Tony.  In his adventure, a lot of problems 

are waiting for him.  But he never stops his adventure and his dream finally comes 

true. 

 

正答 problems 

 

【解答の状況】 

“flowers”や“programs”とする解答が多くみられた。また、無答も多くみられた。 

 

【課題】 

まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ること。 
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《問題例②》 
 

 ４     〈【本文】、問題文は一部省略〉  

【本文】 

Akira and Kota understood Ichiro’s idea because they shared the same good time 

together. 

 

(3) 本文の内容に合うように，次の下線部①～③に入る適切な英語を，１語ずつ書

きなさい。ただし，（    ）内に与えられた文字で書き始めなさい。  

 

   We learned something important by ③(s       ) the same good time together. 

 

 

正答例 sharing 

 

【解答の状況】 

前置詞 by に続くよう語形変化をさせる必要があるが、“shared”と、本文からそ

のまま抜き出している解答が多くみられた。 

 

【課題】 

語と語のつながりなどに注意して正しく英文を書くこと。 

 

 
 
４ 今後の学習指導に向けて 
 

○ 基礎的・基本的な事項の確実な定着 
 

実際に言語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの活動を行う際に

は、それを支える基礎的・基本的な語彙や文法事項について理解したり練習し

たりする活動を適宜組み合わせるなどして、基礎的・基本的な事項の確実な定

着を図る。 

 

○ 文脈に即して内容を理解する力の育成 
 

一語一語の意味の確認、一文一文の解釈などの断片的な学習にとどまること

なく、話の展開を大まかに読み取ったり、中心となる事柄など大切な部分をと

らえて的確に読み取ったりする活動などを取り入れ、概要や要点、筆者や登場

人物の心情などを文脈に即して理解する力が身に付くようにする。  

 

○ 情報が正しく伝わるように話したり書いたりする力の育成 
 

授業での教員・生徒間及び生徒同士の英語によるやりとりや、「手紙、日記、

スピーチの原稿を書く」などの自己表現活動の中で、自分の知っている語彙等

を活用し、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、伝えたい

ことを相手に正しく伝わるように話したり書いたりする力を育成する。  
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